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第１プロジェクト

化学物質のリスク評価及
びリスク評価手法の開発

PRTR対象物質のうち高生産
量化学物質を中心に、リスク
評価やリスク削減効果分析、
リスク評価手法を開発

第４プロジェクト

化学物質総合リスク評価管理システムの開発

●開発期間： 平成１３～１７年度（５か年間）
●開発予算： 約２億５千万円（５か年間）

第２プロジェクト

既存化学物質安全性点検

事業の加速化

既存化学物質安全性点検事業
の加速化のための高精度な分
解性・蓄積性の化学物質特性
予測システムの開発等

第３プロジェクト

高精度・簡易有害性（ハザー

ド）評価システム開発

遺伝子解析手法の活用等により、
高精度・簡易毒性（ハザード）評
価手法を開発

（参考）NITEは、第１・第２プロジェクトにも参加している

ＮＥＤＯ化学物質評価管理プログラムにおける位置付け 「化学物質総合リスク評価管理システムの開発」の目的・概要

概要
◆「化学物質総合評価管理プログラム」内の他プロジェクトで得られる
化学物質の有害性（ハザード）情報、暴露情報及びリスクに関する
情報並びに評価手法等を体系的に整理

◆知識データベース「化学物質総合情報ライブラリー」の構築

◆一般市民から専門家まで各利用者層のニーズに応じた情報提供を
可能とする環境を整備するシステムを構築

目的
◆知的基盤の構築

◆化学物質によるリスクの総合評価管理を実現

実施の効果
●化学物質の有害性評価技術等が、将来、
幅広い産業分野で利用される共通基盤となる

●科学的知見に基づいた正確かつ適切な化学物質の
リスクコミュニケーション促進の基盤を形成

「化学物質総合リスク評価管理システムの開発」の効果

期待される効果

　事業者への情報提供　→　化学物質のリスク管理等を実現

　一般市民への情報提供　→　誤解と不要な危機感の回避

　国・自治体への情報提供　→　的確・迅速な管理政策を実現

　教育機関等への情報提供　→　人材育成

　これらの総合的な成果により、適切なリスクコミュニケーションを実現

コミュニケーション
システム
・会員制BBS(掲示板)機能
・個別問い合わせ機能

・ニュースレター配信

システム概念図

塗料、洗剤、接着剤、
農薬などの身近な
製品情報

製品情報

用 語 集

略 語 集

理解支援情報

Q & A

解 説 情 報

トピック別　
情報

シックハウス、
環境ホルモン等
に関する情報

関連情報

CHRIP等

NITEの既存システム

情報提供システム
●情報の位置付けや意味の説明（理解支援情報）
●関連情報との連携
●目的項目にアクセスしやすく、
使いやすく、分かりやすい

連　携

他機関の関連情報

－化学物質のリスク評価管理、リスクコミュニケーションの共通基盤を目指す－

物質特定情報

物理化学性状

リスク評価情報等

有 害 性 情 報

暴 露 情 報

リス ク 評 価情 報

その他ﾌﾟﾛｼ゙ ｪｸﾄ情報

知識データベース

コンテンツそのもの
又はリンク情報

システムの設計・構築

※ 都道府県の消費生活センター
・企業・専門家を対象とする
アンケート・訪問調査を実施

　→　得られた意見も反映

リスク評価情報等のデータベース構築、検索機能の充実、情報間リンク

システム開発

全体設計

コンテンツ開発
NEDO第１・第２・第３プロジェクトの成果物

化学物質のリスク評価・管理などについての解説、専門用語についての解説

塗料、洗剤、接着剤、農薬などの身近な製品についての解説

シックハウス、環境ホルモン等のトピック的事項についての解説

化学物質のリスクに関する情報を中心に
体系的で分かりやすいシステムの検討

※ テストサイトを作成、限定公開 → 利用者の意見聴取・分析
→ システム設計・見直し → 改良

３つの主要な柱でサイトを構成

・化学物質のリスク評価、リスク管理、リスクコミュニケーショ ンなど、
化学物質管理に関係する事項の解説（利用者のリテラシー向上）

・初期リスク評価書記載情報対象とした化学物質情報の提供

　（化学物質の有害性情報、暴露情報、リスク評価情報の提供）

・身の回りの製品についての化学物質情報の提供など

・掲示板を用いたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ機能（会員制BBS）
・メール機能を用いた個別問い合わせ機能
・ニュースレターの配信

・フリーワード検索、分野別一覧からの選択
・５０音順、アルファベット順一覧からの選択

・化学物質のリスク評価、管理等に関係する機関
　（国、独立行政法人、公益法人、学会等）リンク集

化学物質管理について
解説情報の提供

化学物質情報を調べる
化学物質情報の提供

コミュニケーションの場
システムを用いたコミュニケーション機能

用語集・略語集
理解支援情報

リンク

※他の公開サイトへのリンクによる化学物質情報の充実

※他の公開サイトへのリンクによる化学物質情報の充実

サイト構成（案）
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サイトイメージその１　～化学物質のリスク評価についての解説、用語解説～

項目ごとの目次を表示

必要に応じ、他ページからのリンクも可能

専門的な用語・略語はその場で解説

初期リスク評価の流れを示しつつ、採用
条件及び結果を表示

環境中濃度

・飲料水中濃度

・魚体中濃度　など
・藻類成長阻害濃度

・ヒト暴露経路別影響量
　
　など

有害性情報
（環境、ヒト）

暴露評価

・推定吸入摂取量

・推定経口摂取量

　など

リスク評価結果

・暴露評価、有害性情報に基づくリスク評価結果

・不確実係数やその根拠

　など

初期リスク評価書の該当
カ所にリンク

サイトイメージその２　～初期リスク評価の流れの解説～

環境生物影響、ヒト

健康影響別の初期リ

スク評価結果の表示

初期リスク評価書本文の、該当

カ所へのリンク

【初期リスク評価書概要】

【物質ごとの入手可能情報一覧】

サイトイメージその３　～初期リスク評価結果～

※詳細リスク評価書　
及びその関連情報に
リンク（ＡＩＳＴ-CRM）

PRTR排出量＋非
点源推計分の排出

量
排出源マップより、
ADMERを用いて算出
した大気中濃度マップ

用途、具体的使用
方法、ﾕｰｻﾞｰ/一般
消費者への暴露の

情報等

物質のライフサイク
ルにおける、生産量・

輸入量、使用量、排

出量等の情報

【物質ごとの入手可能情報一覧】

サイトイメージその４　～暴露評価～

サイトイメージその５　～製品情報～

身近に存在する塗料、洗剤、接着剤、農薬などを対象とし、化学物質の情報を提供可能と
する。

各製品について
の一般的な解説

製品や製品中の
化学物質につい
ての管理情報

　　（法律情報など）

各製品中の化学
物質情報

CHRIP等化学物質情
報サイト

特に消費者等の専門家でない方々の化学物質情報への入り口的機能

リンク
※具体的イメージはテスト版を開発中

検索条件に該当した物質について、

表示する項目を指定して、一覧表を作成

サイトイメージその６　～化学物質情報検索　一覧表作成～
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本日の発表内容

• NITE概要
• 化学物質総合リスク評価管理システムの開発
化学物質管理、リスクコミュニケーション促進に資
する最近の成果

• まとめ

第２回　化学物質リスク総合管理技術研究イニシャティブ合同プログラム会合

リスク評価管理研究会

• 対象品目
– ノニルフェノール　（平成１６年１０月完成）
– フタル酸エステル類　（最終とりまとめ中）
– ビスフェノールA　（開催中）

• ステークホルダー(産官学)による研究会
• 有害性評価、暴露評価、初期リスク評価、詳細リスク評価を経て、
提言を策定するというリスク管理手法を国内で始めて実践

• 成果物をホームページにて公表するとともに、関連業界および地
方自治体に冊子にて配布
– 「中間報告書」（リスク管理に必要な有害性、暴露、各種リスク評価、産業
界の取組み等に関する情報をとりまとめたもの）

– 「管理のあり方」

化学物質総合情報提供システム
（CHRIP）

いずれの事業も
リスクコミュニケーションを支援

•化学物質についての国内法規制情報、有害性情報、暴露に
関する情報、リスク評価情報等を提供

•登録情報延べ約２０万エントリー、約８千ページアクセス／日

本日の発表内容

• NITE概要
• 化学物質総合リスク評価管理システムの開発
• 化学物質管理、リスクコミュニケーション促進に資
する最近の成果

まとめ

第２回　化学物質リスク総合管理技術研究イニシャティブ合同プログラム会合

今後の計画

• 研究的視点
– 方法論の確立

• 体系的視点
– 化学物質情報などの維持整備
– リスク管理についての啓発・普
及

– 地道な評価作業
• 課題

– 化学物質リスク総合管理の枠組
みに従った取り組みの強化

– 人材育成
– 国際協調、貢献
– 技術移転

化学物質リスク総合管理イニシアティブ　イメージ図より

化学物質管理のナショナルセンターを目指して

• NITEは単発の研究開発ではなく、体系化を進めることができ
ます。

• NITEは評価手法等について、標準化や認定の実務経験があ
ります。

• NITEは各種法令の施行支援業務を通じ、我が国の化学工業
の実態と化学物質に関する規制の実態を把握しており、必要
に応じてこれを活用できます。

NITEは、化学物質リスク総合管理の
中核的機関です。

是非NITEをご活用ください

 

 資 料 ： 1 9  資 料 ： 2 0  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資 料 ： 2 1  資 料 ： 2 2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資 料 ： 2 3  資 料 ： 2 4  

 

 

 

 

 


